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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口部分に設けられた受け部に対して嵌め込み及び分離
自在な弾力性のある材料からなる栓体に、通常は自己の弾力性によって閉じた状態を維持
し、上記処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具によって押し開かれるスリットが形成
された内視鏡の鉗子栓において、
　上記スリットの長手方向に対して垂直方向の断面においては、上記栓体と上記受け部が
共に先細りのテーパ状に形成されて上記栓体が上記受け部に圧入されると共に、上記スリ
ットの長手方向の断面においては、上記栓体と上記受け部との間に隙間が形成され、上記
スリットに上記処置具が押し込まれることにより上記栓体が上記受け部にさらに圧入され
るように上記栓体が上記受け部に対して移動可能に配置されていることを特徴とする内視
鏡の鉗子栓。
【請求項２】
上記受け部の少なくとも上記栓体が嵌め込まれる部分が剛体によって形成されている請求
項１記載の内視鏡の鉗子栓。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口に配置される内視鏡の鉗子栓に関する
。
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【０００２】
【従来の技術】
内視鏡の鉗子栓は、処置具挿通チャンネルを介して体内汚液等が噴出しないように処置具
挿通チャンネルの入口部分の栓をし、しかも処置具挿通チャンネルに処置具を挿脱する際
には栓を開閉する特別な操作を必要としないものでなければならない。
【０００３】
そこで内視鏡の鉗子栓は一般に、内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口部分に設けられた
受け部に対して嵌め込み及び分離自在な弾力性のあるゴム材料からなる栓体に、通常は自
己の弾力性によって閉じた状態を維持し、処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具によ
って押し開かれるスリットを形成して構成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述のようにゴム材料からなる栓体にスリットが形成された内視鏡の鉗子栓は、使用を繰
り返しているうちに処置具によって押し開かれるスリットが磨耗し、密閉性が低下して体
内汚液が噴出するようになる場合が少なくない。
【０００５】
そこで本発明は、処置具の使用が繰り返されてスリットが磨耗しても、密閉性が低下せず
長期間にわたって優れた密閉性を維持することができる内視鏡の鉗子栓を提供することを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の鉗子栓は、内視鏡の処置具挿通チャンネル
の入口部分に設けられた受け部に対して嵌め込み及び分離自在な弾力性のある材料からな
る栓体に、通常は自己の弾力性によって閉じた状態を維持し、処置具挿通チャンネルに挿
脱される処置具によって押し開かれるスリットが形成された内視鏡の鉗子栓において、栓
体が受け部に圧入されていて、スリットに処置具が押し込まれることにより栓体が受け部
にさらに圧入されるように栓体が移動可能に配置されているものである。
【０００７】
なお、スリットの長手方向に対して垂直方向の断面においては、栓体と受け部が共に先細
りのテーパ状に形成されて栓体が受け部に圧入され、スリットの長手方向の断面において
は、栓体と受け部との間に隙間が形成されていてもよい。
【０００８】
また、受け部の少なくとも栓体が嵌め込まれる部分が剛体によって形成されていれば、ス
リットに強い閉じ力を作用させることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図３は内視鏡を示しており、可撓管によって外装された挿入部１の基端が操作部２の下端
に連結されている。
【００１０】
挿入部１内に挿通配置された処置具挿通チャンネル３の先端は挿入部１の先端において外
部に開口し、処置具挿通チャンネル３の入口に配置された鉗子栓１０が、操作部２の下端
部分から斜め上方に突出している。
【００１１】
図１は、処置具挿通チャンネル３の入口端部に設けられた入口口金３０に着脱自在に取り
付けられた鉗子栓１０を示し、図２はそのII－II断面を示している。３１はシール用のＯ
リングである。
【００１２】
鉗子栓１０は、各々が弾力性のあるゴム材によって形成された樽状部材１１と蓋状部材１
２とを、直列に配置して構成されており、樽状部材１１と蓋状部材１２は、入口口金３０
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の外周面に形成された第１と第２の円周溝３２，３３に着脱自在に嵌め込まれて取り付け
られている。
【００１３】
樽状部材１１は、その内周面に突設された弾性突起１３が入口口金３０の口元近傍に形成
された第１の円周溝３２に嵌め込まれており、弾性突起１３の周辺を弾性変形させること
により、第１の円周溝３２に係脱させることができる。
【００１４】
樽状部材１１には、中心に小孔１５が形成された閉鎖膜１４が、入口口金３０の開口端に
対向する位置に形成されており、図示されていない処置具が小孔１５を押し広げながら処
置具挿通チャンネル３内に挿脱される。
【００１５】
蓋状部材１２は、入口口金３０の基部に形成された第２の円周溝３３に弾力的に着脱自在
に取り付けられた環状部２１に、柔軟な連結バンド部２２を介して蓋部２３が連結されて
構成されている。
【００１６】
蓋部２３は、樽状部材１１の首部の外周面に形成された円周溝１７に係脱自在であり、係
合状態においては、蓋部２３の中央に下方に向けて突出形成された栓体２８が、樽状部材
１１の入口部分に形成された受け部１６に嵌まり込む。蓋部２３を円周溝１７から離脱さ
せれば、栓体２８は受け部１６から抜け出す。
【００１７】
栓体２８の底部分は閉鎖膜２６になっていて、その中央にスリット２７が形成されている
。スリット２７は、通常は自己の弾力性によって閉じた状態を維持し、処置具挿通チャン
ネル３に挿脱される処置具によって押し開かれる。
【００１８】
栓体２８と受け部１６の嵌め合わされる面は、スリット２７の長手方向と垂直方向の断面
においては、図１に示されるように、栓体２８と受け部１６が共に先細りのテーパ面Ａに
形成され、栓体２８が受け部１６に圧入された状態になっている。したがって、スリット
２７は常に閉じ方向の力を受けている。
【００１９】
一方、スリット２７の長手方向の断面においては、図２に示されるように、受け部１６が
幅広に形成されて栓体２８と受け部１６との間に隙間があり、栓体２８が広がる自由性を
有している。
【００２０】
また、栓体２８が受け部１６に嵌め込まれた状態において蓋部２３と受け部１６との間に
は、軸線方向に空間２９が形成されており、栓体２８が受け部１６にさらに圧入される方
向に移動可能になっている。
【００２１】
このような構成により、通常はスリット２７が閉じて処置具挿通チャンネル３内の圧力が
外部に漏れず、使用が繰り返されてスリット２７がある程度磨耗しても、テーパ面Ａによ
ってスリット２７が受け部１６から閉じ方向に力を受けているので漏れが発生しない。
【００２２】
処置具挿通チャンネル３に処置具１００を挿通すると、図４及びそのＶ－Ｖ断面を示す図
５に示されるように、小孔１５とスリット２７が処置具１００のシャフトによって弾力的
に押し開かれる。
【００２３】
その際に、栓体２８はスリット２７の長手方向には広がることができるが、スリット２７
の長手方向と垂直方向には、図４に示されるように、テーパ面Ａにおいて受け部１６側か
ら押されて殆ど広がることができない。
【００２４】
また、処置具１００を処置具挿通チャンネル３内に押し込むと、空間２９における自由度
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があるので、栓体２８が処置具１００に引きずられてさらに受け部１６に圧入される状態
になり、それによってさらにスリット２７を閉じる力が発生する。
【００２５】
その結果、鉗子栓１０の入口を処置具１００の軸線方向から見た平面図である図６に示さ
れるように、スリット２７が全幅にわたって全く開くことなく処置具１００がスリット２
７内を通過し、圧力漏れが生じない。
【００２６】
なお、本発明は上記実施例に限定されるのではなく、例えば図７に示されるように、樽状
部材１１の受け部１６部分だけを金属や硬質プラスチック等のような剛体によって形成し
てもよい。そのようにすることにより、スリット２７を閉じる方向にテーパ面Ａからより
大きな力が発生する。
【００２７】
【発明の効果】
本発明によれば、栓体が受け部に圧入されていて、スリットに処置具が押し込まれること
により栓体が受け部にさらに圧入されるので、処置具の使用が繰り返されてスリットが磨
耗しても密閉性が低下せず、長期間にわたって優れた密閉性を維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の縦断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の図１におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓に処置具が通された状態の縦断面図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の図４におけるＶ－Ｖ断面図である。
【図６】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓に処置具が通された状態の平面図である
。
【図７】本発明の第２の実施例の内視鏡の鉗子栓の縦断面図である。
【符号の説明】
３　処置具挿通チャンネル
１０　鉗子栓
１１　樽状部材
１２　蓋状部材
１６　受け部
２３　蓋部
２６　閉鎖膜
２７　スリット
２８　栓体
２９　空間
１００　処置具
Ａ　テーパ面
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